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平成13年9月期

中間決算

２００１年１１月１４日

執行役員常務

　理財本部長

貞友　正明



　平成13年9月期中間決算　　

　　中間業績内容

　平成13年9月期中間決算　　

　　中間業績内容
（単位：億円、％）

00年9月期 0 1 年 9 月 期 前 期 比

売 上 高 2,716 2 ,562 94%

売 上 総 利 益 1,024 911 89%

　売 上 総 利 益 率 37.7% 3 5 . 6 %

販 管 費 825 860 104%

営 業 利 益 199 51 26%

　営 業 利 益 率 7.3% 2 . 0 %

税 前 純 利 益 150 36 24%

　税 前 利 益 率 5.5% 1 . 4 %

当 期 純 利 益 82 22 27%



　平成13年9月期中間決算

　中間期営業利益差異

　平成13年9月期中間決算

　中間期営業利益差異

000000年年年999月月月 010101年年年999月月月
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売上減売上減売上減

プロミックスプロミックスプロミックス
利益率低下利益率低下利益率低下

為替差益為替差益為替差益
販管費増販管費増販管費増

（単位：億円）（単位：億円）



　平成13年9月期中間決算

　　カンパニー別上期実績
　平成13年9月期中間決算

　　カンパニー別上期実績

（単位：億円）　IAB（ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙｵｰﾄﾒｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ）

646

475

186

1,121

00/9実績

498

467

86

　965　

01/9実績

国内売上

海外売上

営業利益

◆IT関連・半導体業界を中心にした　　　
　　民間設備投資抑制の影響直撃

■中国事業の強化

■ｿﾘｭｰｼｮﾝ型商品の投入



　平成13年9月期中間決算

　　カンパニー別上期実績
　平成13年9月期中間決算

　　カンパニー別上期実績

（単位：億円）　ECB（ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ）

374

266

93

　640

00/9実績

321

287

43

　608　

01/9実績

国内売上

海外売上

営業利益

◆電子部品の在庫調整により　　　　　　
　　需要減速

◆車載電装機器は、　　　　　　　　　　　　
　　国内外ともに堅調

■中国市場攻略

■車載商品の拡充



　平成13年9月期中間決算

　　カンパニー別上期実績
　平成13年9月期中間決算

　　カンパニー別上期実績

（単位：億円）　SSB（ｿｰｼｱﾙｼｽﾃﾑｽﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ）

484

49

1

　533

00/9実績

481

57

28

　538　

01/9実績

国内売上

海外売上

営業利益

◆金融システム事業は、銀行での　　　　
　　投資抑制があったものの、　　　　　　
　　コンビニ向け端末需要増

◆駅務システム事業は昨年の　　　　　　
　　大型テーマ一巡により売上減少

■ｺﾝﾋﾞﾆ向け端末輸出拡大



　平成13年9月期中間決算

　　カンパニー別上期実績
　平成13年9月期中間決算

　　カンパニー別上期実績

（単位：億円）　HCB（ﾍﾙｽｹｱﾋﾞｼﾞﾈｽ）

101

81

1

　182

00/9実績

93

94

4

　187　

01/9実績

国内売上

海外売上

営業利益

◆深刻な消費低迷と流通の再編等　　　
　　により厳しい状況

◆海外市場は欧米ともに堅調

■海外事業の強化



　平成13年9月期中間決算

　　カンパニー別上期実績
　平成13年9月期中間決算

　　カンパニー別上期実績

（単位：億円）　その他事業

230

10

13

　240

00/9実績

243

21

21

　264　

01/9実績

国内売上

海外売上

営業利益

◆エンターテイメント事業の好調

◆音声自動応答システムの需要増

◆PC周辺機器の需要低迷



平成14年3月期

通期業績見通し
および

構造改革

２００１年１１月１４日

代表取締役社長　
立石　義雄



　平成14年3月期業績見通し

　　通期業績予想（カンパニー別売上）

　平成14年3月期業績見通し

　　通期業績予想（カンパニー別売上）

（単位：億円、％）

01年3月期 02年3月期 増減率

IAB 2,277 1 ,910 -16%

ECB 1,294 1 ,230 -5%

SSB 1,419 1 ,380 -3%

HCB 393 410 4%

その他 560 570 2%

合計 5,943 5 ,500 -7%



　平成14年3月期業績見通し

　　通期業績予想

　平成14年3月期業績見通し

　　通期業績予想

（単位：億円、％）

01年3月期 02年3月期 前年比

売上高 5 ,943 5 , 500 93%

売上総利益 2 ,181 1 , 900 87%

販管費 1 ,738 1 , 765 102%

営業利益 443 135 30%

税前純利益 400 △ 8 0 ----

当期純利益 223 △ 5 0 ----

ROE 6 .7% ----



　平成14年3月期業績見通し

　　営業利益差異

　平成14年3月期業績見通し

　　営業利益差異

010101年年年333月月月 020202年年年333月月月

443億

207億

104億
27億

135億

30億

売上減売上減売上減

利益率低下利益率低下利益率低下

為替差益為替差益為替差益

販管費増販管費増販管費増

（単位：億円）（単位：億円）

プロミックスプロミックスプロミックス



　平成14年3月期業績見通し

　　営業外収支

　平成14年3月期業績見通し

　　営業外収支

営業外収支（費用）　　２１５億円

定常収支（為替差損等）　
株式減損想定 　

　　　　　　　　　　　＋

構造改革費用構造改革費用　　　　　　7575億円億円

約20億円
約120億円



　構造改革

　　外部環境の認識・・退路なき構造改革　　　

　構造改革

　　外部環境の認識・・退路なき構造改革　　　

ITITバブル崩壊バブル崩壊

米国テロ米国テロ
　　中国市場中国市場

　　　コンペティター　　　コンペティター

　　　　　　　　　　　　生産性構造改革生産性構造改革

退路なき構造改革の必然性

急激な環境変化急激な環境変化

経営構造改革経営構造改革

事業構造改革事業構造改革

コスト構造改革コスト構造改革



　構造改革

　　生産性構造改革の目標

　構造改革

　　生産性構造改革の目標

■グローバル固定費・変動費の300億削減
　

　　　・グローバル人件費　１０％削減
　　　・海外生産（海外委託含む）５０％増

【目標】 ２年間で完遂！

成長への原資成長への原資

将来成長のための重点領域へ



　構造改革

　生産性構造改革ー成長への方向性

　構造改革

　生産性構造改革ー成長への方向性

生産性構造改革

高付加価値
デバイス

高付加価値
デバイス

ソフト・サービス
ソリューション

ソフト・サービス
ソリューション

　　　Security　＆　Safety　

IAB/ECB/SSB/HCBIAB/ECB/SSB/HCB
既存カンパニ－のアッセンブリ既存カンパニ－のアッセンブリ

中国市場

光電子部品　　　・ＭＬＡ・車載　　光電子部品　　　・ＭＬＡ・車載　　 Ｍ２Ｍ事業Ｍ２Ｍ事業 IABIABﾕｰｻﾞｰ市場ﾕｰｻﾞｰ市場

センシング＆コントロール



　構造改革

　生産性構造改革（退路なき構造改革）

　構造改革

　生産性構造改革（退路なき構造改革）

不採算事業・低採算事業の一掃

事業の強化・生産性の徹底追求

■拠点統廃合

生産拠点を含めた国内５拠点以上

■重点事業領域への経営資源シフト

人材／事業の再配置

■海外生産・移管加速

中国生産の拡大／委託の加速

■事業／子会社の整理

国内・海外の２事業・５子会社の収束もしくは再編



　構造改革

　生産性構造改革（退路なき構造改革）

　構造改革

　生産性構造改革（退路なき構造改革）

資産圧縮の推進

人的生産性の向上

■経営資源の流動化と選択肢の拡大

■報酬体系の見直し

成果と報酬の整合

■不要資産の売却

旧研究所／社員寮跡地の売却

■事業資産・手元資金の圧縮

在庫・借入金の圧縮



注意事項注意事項

業績および将来の見通しは、当社が現時点で入手可能な
情報と、合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績はさまざまな要因により、これら見通しとは
大きく異なることがありえます。

実際の業績等影響と与えうる重要な要因には、当社の事業
領域を取り巻く日本および海外の経済情勢、当社製品・サー
ビスに対する需要動向、為替・株式市場の動向などがあり
ます。

なお、業績に影響を与える要因はこれらに限定されるもの
ではありません。


